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集落に放置されていた葉たばこ乾燥小
屋（左）を交流拠点にするべく、リノベー
ション計画（右）を進める

浜から赤泊集落中心部までは1.5kmほどの道のり

【表1】2020年度の建築改修ワークショップ開催実績
回数 開催時期 内容 参加者層

第1回 2020年6月
左官職人の川村氏および建築家の沖野
氏より、参加者に対してプロジェクトの
概要説明および内見を実施

高校生、大学生

第2回 7月 レベル（土間全体、基礎天端、玉石天
端）実測調査および基礎の掘削作業 高校生、大学生

第3回 8月 生コン打設準備作業および生コン打設
作業 高校生、大学生

第4回 9月 軽量な屋根への葺き替え 高校生、大学生

第5回 9月
大月町内にある遍路古道の利活用につ
いて、地区および周辺地区関係者など
と協議

地区、近隣地区グループ、
行政、大学生、高校生、
建築家

第6回 12月 トップライト部分の改修 一般20代

活動エリア

改修が進む葉たばこ乾燥小屋の前で

団体設立経緯
　1000種を超す魚が見られる柏
島など、豊かな海域に囲まれた
まち・高知県大月町。一方で、最も
東京から遠い国内の1つに数えられ
るアクセス性の悪さもあり、魅力的
な資源がありながら過疎化や高齢
化は深刻です。
　そうした課題を改善しようと、町
内の活性化活動を手がける「お
おつきブランディング委員会」が
2015年から進める「外部人材と集
落との共創プログラム」の開催を
きっかけに、より深い外部連携を
図ろうと、2018年に本団体設立に
至りました。

活動概要と活動対象範囲
赤
あ か

泊
どまり

地区には、大月町の無形文
化財「赤泊太刀踊り」などの文化資
源や、太平洋に面した豊富な魚介
の宝庫・赤泊の浜など自然資源が
残っています。しかし、住民のみで
資源を継承・利活用することに限界
が来ています。そうした現状から、
関係人口の獲得に向け、地域資源
の利活用を推進する以下の取り組
みを進めています。
①「葉たばこ乾燥小屋」のリノベー
ションプログラム
②地区行事への外部人材参加プロ
グラム
③遍路古道の保存・利活用プログラム

赤泊の未来を考える会
高知県大月町

限界集落における葉たばこ乾燥小屋の再生を
通した集落共同体の構築と関係人口の獲得

住まい活動助成

活動に至った理由や背景
　四国霊場八十八ヶ所の番外札
所・月山神社が近くにあり、札所と
札所をつなぐ山道（遍路古道）も残
る赤泊地区。お遍路さんへの「お
接待」など独自の文化も残っていま
すが、地区人口は2021年4月現在で
5軒・8名となり、最若手が60代など、
集落運営も困難な状況になりまし
た。この状況を踏まえ、外部から
の提案による「葉たばこ乾燥小屋」
の改修プロジェクトを本格的にス
タートさせ、お遍路さんなど外部と
の交流拠点形成を目指しています。

活動内容と成果
●「葉たばこ乾燥小屋」のリノベー
ション活動
　赤泊地区をふくむ高知県大月町
は「葉たばこ」の産地で、地区内に
は葉たばこ栽培の畑が広がってい
ます。苗を育て、植え、葉を収穫、
乾燥する一連の作業を経て出荷に
至りますが、乾燥工程は元々、土
壁小屋の中で薪を焚べるスタイルで
した。時代とともに機械の乾燥機
に取って代わった土壁小屋は、役
割を終えて朽ちるのを待っている状
況でした。
　2015年、地域ブランディングを手
がける濵田企画事務所・濵田竜也
氏（京都）と、濵田氏が招聘した沖
野建築事務所・沖野優氏（東京）と
の現地踏査が、大月町の活性化を
進める「おおつきブランディング委
員会」の要請によって実現。再び「置

き忘れられた産業遺構」として、葉
たばこ乾燥小屋が表舞台へと位置
付けられました。
　以後、濵田氏や沖野氏、建築系
の大学生らと地区との交流は進み、

「遍路コミュニティと赤泊地区との
結節点となる交流拠点」を目指した
リノベーション計画へと発展してい
きました。
　2020年度には【表1】に示す6回
の建築改修ワークショップを実施。
建築物の改修を進めるとともに、
地区と各関係者との関係性も深まり
を見せています。
●関係人口の獲得にむけて（外部
との連携状況）
　「葉たばこ乾燥小屋」のリノベー
ション活動を実施することで、以下、
多方面との交流が生まれ、深まって
います。
①外部のプロ講師などとの連携
　外部と地区の交流プログラムや

建築をテーマにした取り組みといっ
た、プロジェクトの初期計画を手が
けた濵田氏や、リノベーションプラ
ンを進めた建築家の沖野氏以降、
外部とのつながりは続いています。
年を経るなかで関わりを深め、プロ
ボノ的なスタンスを持って赤泊地区
の課題に取り組む状況にまで発展
しています。その内容は多岐にわた
ります。例えば大学生時に関わって
くれたメンバーは、時を経て社会人
となっても折に触れ顔を出し、蓄積
したネットワークやスキルを投入して
くれています。
②高校生の建築改修ワークショッ
プ初参加
　ワークショップ参加者は、主にジャ
ンルを問わず大学生がメインとなっ
ていましたが、2020年度には初め
て高校生が参加してくれました。コ
ロナ禍により、当初予定していた学
校授業としての位置付けはかない
ませんでしたが、参加した高校生は、
地区住民やお遍路さん、大学生やプ
ロ講師など、学校に居るだけでは出
会わなかった人たちと出会い、話す
ことで刺激を受け、毎回積極的に
ワークショップに参加してくれました。
③行政や地区住民および関係人口
による協議
　2015年から始まった地区外のメ
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参加した高校
生にとって、
地元の農家の
皆さんやお遍
路さんとの交
流も貴重な体
験となる

周辺地区の住民も参加した、遍路古道の可能性を考える座談会 赤泊地区に伝わる伝統芸能「赤泊太刀踊り」

2020年6月から
初めて高校性が
参加（上）。葉た
ばこ農家のレク
チャーを受けたり
（下左）、教わりな
がら基礎部分の
鉄筋を組んだり
した（下右）

下屋部分の改修が進
んだ葉たばこ乾燥小
屋。半透明の屋根を
通して、壁に光の模
様が映る

法が良いのか、近隣地区が一丸と
なってお遍路ツアーが企画できない
かなど、具体的なプランニングに向
け、少しずつ連携を図っています。
　また、高知県四万十町にある四
国八十八ヶ所37番札所・岩本寺の
住職においては、高知県西部の「お
遍路さんを通じた広域連携」につい
て積極的な姿勢を示してくれてお
り、今後の具体的な展開につなげ
ていけたらと考えています。
⑤移住（多拠点活動ふくむ）希望者
の出現
　2020年のワークショップに参加し
てくれた大阪市在住の20代が、移
住もしくは多拠点活動の場所として
赤泊地区を検討してくれています。
移住時もしくは活動時に生活する
拠点がないことや、生活していく際
の職業をどうするかなど、多くの課

ンバーと赤泊地区が協働・共創する
取り組みは、大月町役場からの支
援体制も得ながら進めてきました。
2021年4月現在、改修が進んでいる

「葉たばこ乾燥小屋」を、観光資源
として位置付けられる状況にまで歩
みを進めたいと、地区住民や関係
人口メンバー、行政などと予算や取
り組みの内容について協議を進め
ているところです。
④遍路古道を通した近隣地区など
との連携
　「葉たばこ乾燥小屋」の改修が進
むにつれ、遍路古道を通じてつな
がっている、赤泊地区の近隣地区
にあるまちづくりメンバーとの連携
も少しずつ進んでいます。コロナ禍
を受けお遍路さんの数も減っていま
すが、現代版の「お接待」としてお
遍路さんを受け入れるにはどんな方

題をクリアする必要はありますが、
「なんの変哲もない場所」と思ってい
た土地に興味を示してくれる若者が
現れたことをチャンスと捉え、課題を
克服していけないかと考えています。
⑥本団体を支える外部チームの形
成に向けて
　2015年から2021年まで、「葉たば
こ乾燥小屋」の改修プロジェクトへ
の参加を中心に、多くの大学生が
赤泊地区に関わってくれています。
そのなかで、より地区への愛着を深
めてくれたメンバーが数名おり、「ど
うやったら赤泊地区のファンを増や
せるか」、「地区の存続につなげられ
る活動とは何か」など、本団体とは別
の組織を立ち上げ、考え、実践して
いけないかと画策してくれています。
⑦外部コミュニティとの連携模索
　「葉たばこ乾燥小屋」は全国各地

赤泊の未来を考える会
2018年6月設立／メンバー数：7人／代表者：奥田 守（おくだ・まもる）
●〒788-0332　高知県幡多郡大月町赤泊107-3　 080-5663-3871

高知県大月町赤泊地区で、実質10名を切った住民や外部支援者、地区出身メ
ンバーとともに、集落消滅を回避するための地区活性化活動を展開しています。

で見られる産業遺構で、香川県では
「ベーハ小屋」と呼ばれ親しまれてい
ます。近年では、建造物としてのデ
ザイン性や文化性を楽しむ、主に建
築系のコミュニティがSNS上に生ま
れ、情報交流しています。その主宰
者の工務店社長とも、今後の赤泊
地区の展開についてディスカッショ
ンしています。
●「集落共同体の（再）構築」を目指
して
　2021年4月現在、5軒8名となった
住民においては高齢化が進んでい
ることもあり、コロナ禍を配慮して
外部との接触を避けているのが現
状です。例年、地区行事として楽し
みに開催される、春の「磯遊び」や
秋の「神社大祭」も、開催を見送っ
ています。営々と続いてきた誇り高
い赤泊地区の生活ですが、決して

残された時間が多いとは言えない
状況になっています。
　全国どこでも、過疎・高齢化エ
リアの課題は似たような状況かと
思われます。関係人口との連携や、
過疎地間の交流などを通し、少し
でも課題が改善できる方向を見出し
たいと考えています。

課題と解決方策
　都市圏と離れた立地で交通網も
発達してないため、活動メンバーの
持続的な確保が大きな課題です。
大学生などへの声かけもままならず、

「とりあえず行ってみよう」といった
気軽な活動参加につながらないの
が悩みのタネです。これについては、
建物のハード整備に要する資金・労
力などを、一定の決まった期間に投
入しなければならないというハード
ルも、要因となっていると考えてい
ます。また、コロナ禍を受けた高齢
の地区住民との交流についても、難
しい状況となっています。
　関係者が葉たばこ乾燥小屋を多
様に使い始める「ソフト段階」に移
行することで、活動の負荷レベル
が下がると想定しているため、大き
なマネジメント要素が発生してしまう

「ハード段階」を早期にクリアできる
よう努めたいと考えています。
　また、コロナ禍への対応策は、
感染症対策に努めながらどんな交
流なら可能なのかを、常に電話など
で聞ける関係性を確保し続けること
が肝要と考えています。

今後の予定
　現在、葉たばこ乾燥小屋の全面
改修までには至ってないため、関係
者で予算面や活動内容などを協議
しながら、早期完成を目指したいと
考えています。また人材面では、引
き続き大学生や高校生との交流を
続けつつ、お遍路さんや、四国霊
場八十八ヶ所の札所（お寺さん）な
ど、遍路コミュニティとの関係性も
少しずつ深めていけたらと考えて
います。
　コロナ禍で全てを閉じてしまうと、
次に活動したいと考えた際の負荷
が大きいので、少しずつでも活動を
続けたいと考えています。


